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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
静脈性潰瘍後の脚部を加圧して支持するために、足首から徐々に減じながら脚の少なくと
も一部に対して加圧するのに適した靴下タイプの整形術具であって、該整形術具（１）は
、
装着した際に、静脈性潰瘍の領域を含んだ長さに亘って、脚に対して圧縮力を与えて支持
するのに適した弾性ストッキング脚部を構成する断面が変化する圧縮性円筒状編み物部位
（２）を備え、
該弾性ストッキング脚部は、踵部を有しておらず、
該圧縮性円筒状編み物部位（３）は、その一端部において、非圧縮性円筒状編み物部位（
３）につながって延長されており、
該非圧縮性円筒状編み物部位（３）は、編んで形成した足部も踵部も有しておらず、自由
な状態で円筒部材を構成し、
該非圧縮性円筒状編み物部位（３）は、シワが生じることなくかつ圧縮しないように、少
なくとも足の部分からつま先の付け根までを覆う伸縮性のある部位であることを特徴とす
る靴下タイプの整形術具。
【請求項２】
請求項１に記載の整形術具であって、その開口部円周の少なくとも一部に対応する全体の
編み込みの中に補強糸を有することを特徴とする整形術具。
【請求項３】
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請求項１に記載の整形術具であって、該非圧縮性円筒状編み物部位は平鹿ノ子編みを利用
して作られていることを特徴とする靴下タイプの整形術具。
【請求項４】
請求項１に記載の整形術具であって、該圧縮性円筒状編み物部位（２）がその他端部で別
の非圧縮性円筒状編み物部位（４）につながって延長されることを特徴とする靴下タイプ
の整形術具。
【請求項５】
請求項１に記載の整形術具であって、
圧縮力の有無が交互に現れるような、伝線しない編み方で、断面が連続的に変化する円筒
状編み物の形状で作られ、該円筒状の編物を切断することにより類似の個々の要素（１）
の順番によって構成されるその円筒であって、
その前述の各々の要素が圧縮性がない領域に位置しその靴下を定義づける２つの切断領域
の間に広がりある固有の靴下を形成することを特徴とする整形術具。
【請求項６】
請求項５に記載の整形術具であって、
個々の要素が反対向きに配置される一連の要素群を形成し、
その各々の要素は切断領域の範囲内に位置する対称軸について隣接する要素がそれぞれ線
対称となることを特徴とする整形術具。
【請求項７】
請求項５に記載の整形術具であって、
個々の要素が同じ向きに配置される一連の要素群を形成し、
その各々の要素はある特定の要素の長さに等しい可変の基準長さで表される隣の要素の写
しとなっていることを特徴とする整形術具。
【請求項８】
請求項５に記載の整形術具であって、
円筒状の編み込みの中のそれぞれの切断箇所に少なくとも１つの破断可能な糸（２３）を
含むことを特徴とする整形術具。
【発明の詳細な説明】
この発明は、下肢循環器系疾患治療用靴下タイプの圧縮力のある整形術具に関するもので
ある。
この記載において、用語「整形術具」は、その従来の医療的意味で使用し、たとえば運動
機構の機能的欠如障害の緩和のために補助的に適用する器具であって、人工補綴物を除く
ものを意味する。「靴下」は、足や脚を包む一種の整形術具であって、適切な箇所として
は、膝まで、大腿部半ばまで、または大腿部最上部まで、の上部側に延ばすことができる
ものと定義する。また、足は全体が必ずしも覆われる必要は無く、反対にたとえば足指の
付け根部までで止められてもよい。
現在の場合、疑わしいが、機能的欠如は、下肢循環器系疾患によるものであり、たとえば
足首から上の下肢の脚全体または一部に適用し、かつ足首から離れるに従って圧縮量が下
げられるような、減圧できる圧縮を特に適用して支持するように、圧しながら支持するこ
とで緩和することができる。
本願発明は、最も代表的な疾患の一つとして、圧縮を必要とする静脈潰瘍や負傷の治療に
効果を有する。脚部静脈潰瘍を癒す上では、治療の基本的な一部である圧縮において、適
切で効果的な圧縮力を有しながら支持することが必要不可欠とされる。
現在のところ、このような圧縮が必要な大多数の場合は、１回しか使用できない接着力の
ある弾力性布、若しくは洗濯可能な接着力のない布を医師が装着する取外し不能の弾力性
を有する圧縮靴下（以下、NECSと呼ぶ）を使用して、治療が施される。しかし、これらは
、初期段階でその圧縮性を失う。また包帯は、傷からでる滲出物の量によって３日から１
０日毎に変えられる。治療による平均の劣化量は、１５ｃｍ2よりも小さく複雑でない静
脈潰瘍の場合に約７０日である。
NECSは多くの欠点を有している。
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・皮膚は平織りまたは鹿の子編みによって守られなければならない。
・治療箇所にその布片を装着するには熟練さを要するが、数日後にはその布片は取り外さ
れてしまう。
・布片にかける圧は、装着技量によるところが大きく、不正確である。
・歩行時に、めんどうなことに、その布片に折り目がついてしまう。
・歩行時に、包帯の垂直方向の安定性が低い。
このような治療では、弾力性のあるストッキングによる自然減圧型圧縮のほうが、患者に
はより気軽に、治療にはより適するものとされるであろうが、にもかかわらず治療学上NE
CSが効果的とされる。しかしながら、現在のところ、弾力性のあるストッキングは高価で
あることから、この目的で使用されるのがきわめて希である。前述の通り、脚部潰瘍では
、ストッキングがすぐに汚れまた痛む上、常に相当長期の治療を要するため、かなり高い
治療費につながった。。
本願発明は、以下のすべてを満足することを特徴とする新規な靴下タイプの圧縮力のある
整形術具であって、この提案によりこれらの課題の解決を目的とする。
・片足用である。
・廉価品である。
・開業医にも簡単に扱える品である。
・フリーサイズである。
・当該特定の疾患に効果的な圧縮力有しながら支持できる。
・減圧型圧縮を有しながら支持できる。
・足には圧力がかからない。
・その物を取り替えることなく再調整が可能である。
・連続的にすり切れった状態で、数日間または数週間の間に、または特に横になった時（
たとえば夜）にでも、同一の効果を有する。
終わりに、本願発明は、下肢の循環器系疾患の治療のための靴下タイプの圧縮力のある整
形術具であって、特に静脈潰瘍の後の足を支持しながら圧し、脚の全体または一部に圧縮
力を有しながら支持するにふさわしく、足首から徐々に減圧する機能を有するものであっ
て、足部や踵部を除く脚部によって構成される領域が変化していく圧縮性円筒状編み物、
もしくは足を圧することなく覆うことができるようにその円筒の端末部で非圧縮性円筒状
編み物部に連なって延長する円筒状編み物から構成されることを特徴とする。
さまざまな補助的な効果は、以下の通りである。
・筒状部のうち圧縮力のない箇所は、編み込みの中にその筒の円周上少なくとも一部に該
当する箇所全体に、補強用の編み糸を有している。
・筒状部のうち圧縮力のない箇所は、平編みまたは鹿の子編みを利用してつくられている
。
・筒状部のうち圧縮力のある箇所は、その上端で圧縮性のない別の筒状部で延長される。
・整形術具は、圧縮力を持つ箇所と、圧縮力のない箇所が交互に現れる伝線しない編み方
で形成される領域が変化していく連続的な円筒状編み物でつくられて、切断することによ
って一連の類似の個々の要素に分けられる筒部と、圧縮力のない編み込み部にあってその
靴下を定義付ける２箇所の切断領域の間の部分に広がる個々の領域を構成する前述の各々
の要素、から構成される。
・はじめの実施例では、個々の要素が順番に反対向きで配置されるよう並び、切断領域の
範囲内の対称軸について線対称となるように隣あっている。
・第２の実施例において、個々の要素が同じ向きに配置される一連の要素群を形成し、そ
の各々の要素はある特定の要素の長さに等しい可変の基準長さで表される隣の要素の写し
となっている。
・編み込み筒は、各々の切断領域内に、ほぐすことができる少なくとも一本の糸を有して
いる。
本願発明の他の特徴と有利な効果は以下の詳細説明のとおりである。
図１は、取り付け前の自由な状態であって、本願発明の靴下を後ろからみた図である。
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図２は、患者の脚と足に本願発明の靴下を取り付けたときに、ある一方向から見た正面図
である。
図３は、第一の発明の実施例において、連続的に編み込んだ筒の図である。
図４は、本願発明の第２の実施例である。
図５は、筒を編み方として、第一に可能性がある編み込み構造を示す。
図６は、筒を編み方として、第二に可能性がある編み込み構造を示す。
図７と８は、その筒を個別の靴下に分割する方法のうち、可能性のある２つのものを示す
。
図９は図８に示す分割線の付近での円筒の編み目を表している。
図１と図２は、それぞれ、取り付け前の自由状態の、および患者の足または脚に取り付け
た時の状態の、靴下タイプ整形術具を示している。
靴下１は、従来の弾力性のあるストッキングの生地および編み方と同等であって、圧縮性
のある生地および編み方からなる中央部２によって、本質的に構成される。図中、圧縮力
のある部位長さａは、患者の脚の大きさや形によって変化し、潰瘍の包帯に適用する際の
圧縮性のある要素として働く。
この圧縮力のある部位２は、発明品の底部（または端末部）で、足や踵にあたる編み込み
部において特徴的な効果として圧縮力を有しないことを長所とする圧縮力のない部位３に
よって延長される。たとえば、その部位３は、自由な状態では単純な筒状要素を構成する
が、その編み方は、図２に示すように押さえずとも簡単に足を包み込むことができるほど
の十分な伸縮性を有する。
この圧縮力のない部位長さｂは、自由な状態で、たとえば１４ｃｍとすることがある。こ
の長さは、所望しない折り目ができずに、足指の付け根までの足の主要部を覆うに十分な
ものである。この部位３は、曲面を必要とする踵があるので、足裏側がかなり長く足甲部
側が短くなった状態で、図中長さＢの領域全体に広がる。
圧縮性のある部位２の上部（または基部側部）は、相対的には短い長さｃ（たとえば、ｃ
＝８ｃｍ）で表される圧縮力のない別の部位でに延長的につながる。
取付前では、発明の靴下は様々な領域からなる編み込み筒を形成しており、足を入れるた
めの上端開口部５、および自由に足を先を出すようにするための端末開口部６を有してい
る。
一旦、患者の脚７および足８に装着すると、中央の圧縮力のある部位２は、その包帯で包
まれれた潰瘍の領域を含む長さＡの全部分の脚を圧縮し続けるように働く。
特に、本願発明の靴下の構造は、圧縮力のある部位２と圧縮力のない部位３の間の境界線
９を、圧縮し始める領域に（加えて最大で圧縮する領域にも）あわせて調整または再調整
することで、簡易に上記の効果を発揮する。
従って医師には、境界線９における図中１１の位置を、正確に調整できることが保証され
る。また、考えられるすべての状況、特にくるぶし領域にある潰瘍に対しても全く同じ状
態で対応できるように、矢印１２で示す傾斜線の調整も可能である。従って、境界線９は
、（足首を覆うべく）踝の下に合わせることも、または踝を完全に通り越して、若しくは
踝の上に、合わせることも可能である。
圧縮性のない底部３は、圧縮領域に隣接する端末領域を覆うように、足全体を包んで保護
する。本願発明品の靴下に端末開口部有することにより、その靴下を取り外さずに、傷部
を診察し、取り付け具合を再調整する等、医師が圧縮力のある部位３を簡単に持ち上げら
れるのが重要である。
踵の部分で圧縮力のない部位３の取り付け具合を調整するために、鹿ノ子織り部には圧縮
力に寄与しない補強用の織り糸１３、たとえばかなりきめの粗いポリアミド等の糸を具備
することも本件の利点である。ソックスを後ろから見たときの図１中の付記１４で表され
るように、その補強は、圧縮力のない位置３の筒状部円周のうちの１４の部分、たとえば
前述の円周のうちの半分、で示される部位にのみ施すことも利点である。
種々の部位の大きさは、予定した適応症に従って、以下の判定基準のすべてを満足させる
ように、適切な編み方のうちから選択される。
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－圧縮力のある部位２に対して：
・圧縮の度合いは、所望の圧縮を供給するに十分な程度でなければならないが、リンパ腺
腫の整復に適用するときの圧縮度よりも低くしなければならない。（皮膚に垂直に圧する
だけで排膿するためには適用しない）
・圧縮力は足首から上に上がるに従って徐々に減じなければならないし、（つま先から圧
縮し始める必要のあるリンパ腺腫とは異なって）足首からのみ効果を持たせる必要がある
。
・踵や足の編み込み部がある為に、従来型の弾力性のあるストッキングでも足部の圧縮は
現実上ありえないが、これと同じように、とりわけ足は絶対に圧縮してはいけない。
・弾力性のある編み込みについては、靴下がすり減った状態で夜に横になっている間に静
脈圧と腫脹圧が顕著に低下する時にでも、弾性反動力は同じでなければならない。にもか
かわらず一方で、現実に患者の足や脚の大きさや形にあわせたある決まった適切な弾性力
量がある。数日間または数週間毎昼夜その品を装着することは、非弾力性品を使用するこ
とが不可能であること、または横になったときには要求圧縮力が余りに高すぎてその圧縮
力を作り出すことは不可能であることを、意味する。
－本願発明品は、壊れやすい外皮をもつ変形した足の上に、および脚部静脈潰瘍の整復化
に対して最近推奨される治療である親水コロイド板を覆うべくかさばった包帯上に、も簡
単に装着できるものでなければならない。
－特に編み込み足部が不足していること、もしくは足を圧迫する圧力の不足が生じたとき
に、足首で靴下と包帯の両方を再調整ができなければならない。
本願発明は、個別に靴下を連結した連続編の筒の形であって、組立後に切り放すことがで
き、若しくはその後に潰瘍の包帯上に医師が適用することができ、るように組み立てられ
ることを目的とする有利な効果を有する。筒２０は、図３に示した手法で、それぞれ足首
部と大腿部に対応する軸１６と１７に対して対象に配列された連続的な靴下１と２から構
成される。すなわち、靴下は連続的に足首部と大腿部で連結される。各々の要素１は、圧
縮力のない大腿部領域４と同じく圧縮力の無い足首部領域３の間に広がっている圧縮力の
ある部位２で構成する長さＬの個別の要素を作るために分けられる。
変形として、図４に示すように、要素１は、その大腿部領域４が隣り合う靴下の足首領域
３に結合される軸１８での位置で、すべて同じ方向に繰り返し配置される。
筒１５は足形状に一致するように、また所期の圧縮力を徐々に低下することが提供できる
ように、種々の領域に分けた状態で（すばやく低コストで）連続的に編まれる。
編み方は、従来のものであるが、どちらか一方に伝線しないように、伝線がしないような
編み方で無ければならない。
その足の部位２の領域内では、クラスIIとクラスIIIに一致するように徐々に圧縮力が減
じる性質を有するように設計されている。ここで、圧縮力のクラスとは、特に静脈潰瘍の
治療に適したものをいう。その圧縮部のない部位３と４での編み方は、たとえば平鹿ノ子
編みである。
靴下は、選択的に被覆した織り糸からできており、編んだ後に染色等は要求されない。そ
のコスト価格はとても低く、従って片足用でも同じく低い。
例としては、図５に示すように、編み物は、編み込みに横糸を加えることで編み目の輪が
できる。付記１９は、選択的に被覆ができ、かつ脚の部位２において弾力性を有するよう
な横糸を示している。しかるに、付記２０は、弾力性のある素材をも選びうる編み糸をし
めしている。この構造は従来の弾力性ストッキングのものである。
脚の部位２においてはバリエーションとして、図６に示すようなサポートストッキングタ
イプの構造を有していてもよい。たとえば、それは１Ｘ１のマイクロメッシュタイプの構
造であって、テキスチャードまたは平らで弾力性のある糸２１および選択的に覆われる伸
縮性のある糸２２によるもの、または１Ｘ１のマイクロメッシュ構造の雨期編みで代用し
た本当の平織りのようなものである。
どの構造を選んだとしても、伸縮性の無い糸としては、たとえば平織り糸若しくはテキス
チャードポリアミド糸とされるであろうし、伸縮性のある糸としては、被覆されたもの（
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たとえば、従来の被覆または航空機のジェットエンジンで使用する被覆）若しくは露出し
たもの（たとえば、エラスタンやラッテクス）とされるであろう。
個別の靴下に筒を切り分けるために、図７に示す第一の変形においては、長さを一緒に合
わせながら、大腿部領域４と足首部領域３において一対の鋏が使われる。
図８に示される変形では、種々の靴下をより簡単に分けるために、分割領域で、特に溶解
可能または破断可能な糸２３（たとえば、ＥＭＳやルキシロンタイプ）を使用する。図９
に示すように、編み込んだ破断しやすい糸２３は、分割領域に、横並びたとえば１または
２列で、供給される。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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【図８】

【図９】
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